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はじめに 
   

日名（司会）： 

 今日は、ご参加ありがとうございます。大阪支

部 40 周年の時も座談会しまして、朝輝さんと窪田

さんはそこでも出演されていましたが、今日のこ

の座談会も後々、読み返していただいて、「若い

時、こんなこと考えていたんだなぁ」と振り返る

ものになればと思っています。 

 まずは、毎日忙しい中でも、体育同志会に 5年〜

15 年と足を運んで学習されたり、原稿を書いたり

されてきた皆さんが、どういう繋がり・ルート

で、どういう思いで入られたのかをお聞きしたい

と思います。 

 次に、その繋がりも踏まえての教育・保育実践

のお話をいただきたいと思います。 

 三つ目には、「この分野、研究不足あるんじゃな

いか」とお感じになってこられている部分がある

のかと思いますので、今後 50 年に向けての大阪支

部へのメッセージという意味もこめて遠慮なく話

していただきたいと思います。 

 そのこととも関わって、四つ目には、支部への

要望を話していただきたいと思います。 

 

１．自己紹介 

   

窪田： 

 今年で 14年目になりま

すが、一番最初の学校で

中河内ブロックの本郷先

生と学年を組んだのがき

っかけだったことを覚え

ています。 

 そのころは、5 年生だ

ったので、民舞で御神楽しようと、でも南中ソー

ランもしようとなって、9 月の運動会に向けて、民

舞を二つとかなりヘビーでした。6 月ぐらいから御

神楽を始めて、9 月の一週目くらいに南中ソーラン

を必死こいて踊りました。その時に太鼓を教えて

もらって、たたけるようにもなりまして、そうい

う形で体育同志会とは出会いました。学習会にも

誘われて、中河内ブロックで日名さんとも出会っ

て、その直後に支部大会をしたことも覚えていま

す。もう 13年になると思います。 

 

朝輝： 

 13年前の 1月に教育実習

行くことになって、その学

校でブロック委員会も行わ

れていて、そのブロック委

員会で楠橋さんとも出会い

ました。その学校での例会

で、牧野さんや日名さんと

も出会いました。（移動中

のため、グループラインよ

り） 

 

井上： 

 大阪総合福祉専門学校

という保育士養成校での

講師が塩田先生で、夏休

み前の体育の授業で「同

志会の全国大会があるん

やけど、一緒に行く人い

ませんか？」という宣伝

を受けて、私と、出水君

と、他二人と四人で一緒

に奈良大会へ行ったのが同志会との出会いでし

た。 

 当時、学生が行ける研修があまりなかったの

で、体を動かすことも好きだったので行って、研

修の内容はあんまり覚えてないんですけど、大レ

クが印象的でした。学校の先生がこんなことにな

るんやと思って、ちゃんとオンとオフがあって、

すごいなと思いながら、入会しました。 

 今年で保育士歴 14 年になりますが、同志会歴は

15 年目になるのかな。長くおる割に、やっと最近

いろんなことが分かってきたかな、という現状で

す。 

 

宮本： 

 私は同志会に三つの出会

いがあって、一つ目は幼少

期でした。おとんに連れら

れて、「ゆきん子」で参加

したり、ブロック委員会や

例会について行ってめっち

ゃ暇していました。 

 二つ目は、高校生の時に

南中ソーランを学校で踊る

ことになって、泉州ブロッ

クが民舞教室でやってたの

で、そこで教えてもらって、そのまま自分が踊り
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担当で教えに行くことになりました。 

 そして、教師になって、当たり前のように同志

会に入ったという感じです。 

 

 

日名： 

 スキーといえば、今年の大阪支部 50 周年企画で

市川愛華さんが安武さんとスキー企画を考えてく

ださていました。新型コロナウイルスの影響で中

止となりましたが、宮本さんは小さい頃はスキー

フェスティバルで市川さんとかと出会っているん

ですか？ 

 

宮本： 

 全く覚えてないですね。４歳の時に「ゆきん

子」でやってたので、大きいお兄ちゃんお姉ちゃ

んとは関わりがなくて、次は 4年ほど空いてから参

加したので、その時はおられなかったように思い

ます。安武さんの息子さん娘さんには出会ってい

ます。 

 

笹田： 

 僕は皆さんより教師

生活のスタートが遅く

て、社会人を 2年やって

から 2017 年が初任やっ

たんですけど、その年

の秋に初任授業研が控

えてて、体育の授業と

いうことも決まってたんです。 

 マット運動ということだけは決まってたんです

けど、教師なりたてで何をしようか分からなく

て、誰に聞いていいのか。というところもあっ

て、ネットで体育の研究会とかセミナーをいろい

ろ探していたら、2017 年の支部大会を見つけて、

ちょうどマット運動もあったので、飛び込みで行

ってみたというのが出会いになります。 

 そこで、安武さんの分科会で、側転とかお話マ

ットとか、ねこちゃん体操とか初めて知って、「こ

れは面白そうや」と思っていろいろ話を聞いたり

しました。窪田さんが大会で確か基調提案をされ

ていたと思います。その窪田さんが東大阪に勤め

られているのを知って、同じ東大阪にこんなにす

ごい人がいるんやと思って、縁を感じて、これは

もう会に入って深く学んでみようかなと思って声

をかけたのが佐々木さんでした。佐々木さんにも

「すぐ入ってくれ」と、「今入ってくれたらたのス

ポ２冊あげるよ」と言ってもらい、その日に入会

したのを覚えています。 

 そこから 3年目なんですけど、今でもはっきり覚

えています。帰りに、渡瀬さんに岸和田駅まで車

で送ってもらったことも覚えています。車の中

で、「バスケットはなんでできたか知ってるか？」

みたいなうんちくをしゃべってもらいました。僕

がバスケやってたから、そんな話になったんやと

思います。面白い人いてはるなーと思いました。 

 

日名： 

 安武さんのマット運動が面白かったとおっしゃ

っていましたが、特にこれがビビッときた、とい

うものはありますか？ 

 

笹田： 

 側転を段階的にというか、系統的に、分析し

て、こうしていったらできていくというのが、自

分の中で「これは面白い」というふうに、すごい

なーというようにも感じていました。 

 

日名： 

 窪田さん、そこで基調提案されたとの話ありま

したが、覚えておられますか？ 

 

窪田： 

 覚えていますよ！具体的な話は忘れましたが、

基調提案したことと、笹田さんが入会されたこと

は覚えています。あの時もブロック長やったん

で、話しかけに行きました。笹田さんから先に声

をかけてくれたんとちゃうかなと思います。 

 

日名： 

 梅山さん、参加ありがとうございます。ちょう

ど梅山さんの出番やなと話していたところです。

よろしくお願いします。 

 

梅山： 

 僕は初任校で中川豊先

生に、出会ったのが最初

です。ただ、その時は、

中川さんが同志会に入っ

ているのは知ってたんで

すが、僕自身がまだ大学

生気分が抜けなくて、

「休みの日に学習会ってなんか、ちょっとあれや

なあ。。。」という感じで、何度か誘われてたんです

が、休みの日までは。。。と後ろ向きで、断ってた

んです。 

 そうこうしているうちに、一年二年経ったとこ

ろで、クラスでしんどくなる時に、一番授業づく

りで分からへんなというのが体育やって、教科書

もないので、どうしても周りがドッチボールいい

んちゃうかという感じだったので、ドッチボール

やったらクラスでもめたりして、中々一時間ちゃ

んと体育の授業をやったということがなかったん

です。 

 そんなこんなで、悩んでいる時に、2011 年に泉

州で支部大会があって、中川さんから「体育で悩

んでいるんやったら、実行委員したらどう？」と

誘っていただいて、実行委員が何のことやら全く

分からなかったんですが、なんでか分からないけ

ど OK を出してしまって、参加したんです。 



 行った事もないので、分科会ってなんやという

ことから始まって、その時は楠橋さんが陸上の田

植え走を教えていただいたのをすごく覚えいてい

て、それがすごく面白かったんですよ。 

「あ、これが体育なんや」 

て、なんか時間はかかりそうやけど、これやった

ら、初任の時のただ単に５０m 走らせて終わりだ

ったのとは違って、その測定の意味を付けてあげ

たら子どもたちも楽しく取り組んでくれそうやな

ぁと思いました。 

 その泉州大会の打ち上げで、牧野さんが体操芸

をしてはって、雰囲気的にも面白いなぁと感じ

て、その時に僕が「入ります」ということで、発

言したのを覚えています。 

  

日名： 

 ありがとうございます。先程の井上さんも、全

国大会の大レクでの先生方の姿に驚いて、それが

いいなと思って入会の後押しとなったとおっしゃ

っていましたが、チャーミングというか、人間ら

しいというか、真面目な部分と面白い部分がある

というのが同志会らしさなのかなと、皆さんのお

話を聞かせていただいて感じました。 

 

２．思い出の実践 
   

日名：  

 皆さんからもうすでに話

が出ましたが、やはり体育

の授業どうする、という部

分が大きな興味関心ごとと

いう事でした。そして、こ

うして長年、さまざまな例

会に足を運ばれて、日々の

実践に向かわれてこられた

わけですが、その中で手応えのあるような「この

実践！」という授業のお話を、次にしていただき

たいと思います。 

 

 朝輝：（移動中のため、日名がグループ LINE に

掲載された内容を代読） 

 小学校 4年生のリレー実践。最後の授業で全チー

ムがベストタイムを出して、感動の実践となりま

した（リレーの典型実践について、日名が解説）。 

 その１ヶ月後、フラッグフットボールの実践に

入りました。上手い子がワンマンプレーで得点、

そしてもめる。勝利至上主義だし、苦手な子は苦

手で終わる。結局うまい子ばかりがボールを持

つ。こうして、最悪の終わりを迎えた。スポーツ

によって工夫をしないとあかんなと実感した。特

に球技は難しいなと思った。 

 

窪田： 

 ここしばらくで、「窪田は健康教育やってるんや

な」というイメージがついたのかなと、自分の中

でも思っています。ちょうど、コロナ実践集が出

ますけれど、今から 10 年ほど前に新型インフルエ

ンザが流行った時の健康教育実践もその実践集へ

あげまあした。 

 今思い返すととても恥ずかしいですが、でも 10

年前に流行ったインフルエンザと同じようなこと

が今コロナで起きてて、あの頃も、子どもたちが

「罹った人を責めるのはおかしい」ということを

ちゃんと見抜いていたのは、昔も今も変わらない

んだなと、こんなんやっててんなぁと思いなが

ら、実践記録を久しぶりに見直していました。 

 コロナの本にのるので、また買ってください。 

 それと、淡路島の全国大会に行った時に大津さ

んの原発の実践報告があって、そこで僕も実践報

告したんですが、参加されていた宮城の矢部智恵

子さんに報告後、 

「窪田さんの実践は、子どもの姿が見えない。子

どもの生活が見えないよ。」 

と辛く切っていただきました。 

 そこから、実践を通して子どもがどういうふう

に変わっていったのかとか、その実践前後で子ど

もの生活がどう変わったのかとか、そういうこと

を自分の中で意識していかないといけないと思う

ようになりました。 

 その分科会の時に感じたのは、宮城の考えてい

ることと大阪の考えていることは、目指すべきゴ

ールは一緒だけど、アプローチの仕方が違うとい

うところです。上野山さんは結構怒ってはって、

宮城は体の素晴らしさから自分のことを考えてい

くようなアプローチ。でも、社会的な視点を持っ

て比較させたりとか健康は自己責任ではなく社会

が守っていくものなんだという、そこを切り口に

正しいことを考えていくようなアプローチをする

のが大阪なんだなと思います。 

 自分は大阪にいるので、大阪寄りの実践になっ

ていると思いますが、そこらへんの難しさを感じ

ています。今回のコロナの実践中も、宮城の鎌田

さん（宮城教育大）のことは頭に置きつつ、やっ

ぱり社会のことをしっかり子どもたちには見抜い

ていってほしいなぁと思って、今回もコロナの実

践をしました。 

 

日名： 

 ありがとうございました。10 年前の新型インフ

ルエンザ実践と今回の新型コロナ実践では、子ど

もは違えど反応は似たところがあったというお話

からは、学習内容の科学性を感じさせていただい

たように思いました。また、大阪らしさと言われ

ても僕自身よく分からないところがあったのです

が、窪田さんのお話でなるほどと学ばせていただ

いたように思います。 

 健康教育について語っていただきましたので、

次は、民舞といえば今、宮本さんかなと思うので

すが、別に民舞に限定してはいませんが、宮本さ

ん、いかがでしょうか。 



 

宮本： 

 自分自身も小さい時に荒馬を踊ったんですが、

泉州の馬なしと、それはあかんよなぁということ

で馬ありでやったのと、さらに、現地やんなぁと

いうことでやったのと自分の中で三段階あって、

でも全国の分科会では体づくりの視点でも取り組

まれていたので、まだまだ学ぶことがあるなと感

じているところです。 

 私自身が一番印象的な実践といえば、シュート

ボールかなと思っています。同志会に入った時に

梅山先生がシュートボールをされていて、それの

後追い的な感じで参考にさせてもらいながら離れ

た三重で一人でやってたなぁという思い出があっ

て、自分の中ではシュートボールがすごく面白い

なというところが有ります。 

 最近は、秋桜高校の先生に出会った影響がすご

く大きいので、体育の授業づくりの大切さも分か

るけど、そもそもの子どもとどうやって向き合っ

ていくのかというところが今は大事だと思ってい

ます。 

 

日名： 

 たくさんの方との出会いで、さまざまな分野に

興味を広げてこられた様子がよく分かりました。

ぜひ、荒馬を追求してください。それでは、お話

の中で梅山さんが出ましたので、お願いしていい

ですか。 

 

梅山： 

 皆さんのお話を聞きながら思い出していたんで

すが、千絵ちゃんにも言っていただいた、泉州大

会の次の年に行ったシュートボールが印象に残っ

ています。 

 というのも、今でこそ分かるんですけど、 

週一回ブロック委員会があったんですよ。当時は

小規模校だったんで、週三回体育館での体育がで

きたんです。その週の金曜日に「ここまでやりま

した」とか「こういう目的でします」とか言った

ら、渡瀬さんとか中川さん、渡辺さん、舩冨さん

といった主要のメンバーからいろいろ難しい話が

出てくるんです。でも、僕、全く分からなくて、

基礎技術ってなんやとか、２：０ってなんやねん

とか思いながら、僕の目の前でいろいろ意見が飛

び交っているんですけれど、僕はほったらかされ

ながら話が進んでいくんです。ゆくゆくは大事な

ことやと気づいたんですが、「来週これ頑張って

な。次金曜日集まるで」と言われて、三回やった

のを持っていって、「ここあかん」とか「ここはよ

かった」とか言われながら、次の週も。。。と二ヶ

月くらい、続けたことが印象に残っています。 

 こうして時間とっていただいて、皆さんにいろ

いろご意見いただいたんですが、最初の実践とい

うこともあって、メモとか書いてこうしたらいい

なぁとか思うんですけれど、それを形にするとい

うことがなかなかできなくて、振り返ってみれば

言われたことをやっているだけで、なかなか子ど

ものことを見ようとしていなかったと思う自分が

いて、とにかく言われたことをやって終わったん

ですが、僕の中では消化不良で終わりました。そ

の後三年生で二回やり、五年生でもやったんです

が、五年生では、ボールといえばドッジボールと

いうように同志会でいうそれまでの積み上げがな

されてこなかったので、空間の使い方とか分かっ

ていないこの五年生でいきなりバスケットボール

するのはちょっと厳しいなと思って、シュートボ

ールをやったんです。そしたら、それにかなり食

いついて、ボールの受け取りとかうまくないんで

すが、「先生もっかいやりたい」と言ったり、女子

でボール運動苦手な子が休み時間にドッジボール

を始めたり、「シュートボールが一番楽しかった」

と言ってくれたのが、高学年でも学習をくぐって

いなかったら、学ぶ必要があるのかなぁと思わさ

れました。 

 失敗した実践としては、今は当たり前のように

ペースランニングを体育でやっているんですが、

今の学校では同時並行でマラソン大会をやってい

て、体育でペースランニングを学習しても、マラ

ソン大会になるとペース度外視でスタート同時の

全力疾走を目の当たりにして、「ペースランニング

の学びってなんやったんやろう」と。なかなか学

びがつながらないなぁと思わされました。僕が体

育主任だったので、「マラソン大会やめましょう」

と言って、やめたんです。その代わりにペースラ

ンニング学習参観の機会を作ったところです。高

学年の子どもたちは過去にマラソン大会を経験し

ているので、「したいなぁ」という意見もちらほら

あるんですが、低中学年はペースランニングの学

習をしているので、自分なりに気持ちよく走って

いる姿が各学年からあがってくるので、やってよ

かったなぁと感じているところです。 

 

日名： 

 シュートボールでの手応えと、せっかく学習し

たのに大会なったら全部そっちに持っていかれる

わという矛盾を感じて変えていかれた中でまた手

応えを得られたというお話だったように思いま

す。 

 それでは、小学校の先生ばかりなので、幼年の

井上さんには最後に貴重なお話をいただきたいの

で、先に笹田さんお願いできますでしょうか。 

 

笹田： 

 僕は、話すほどの実践がないのですが、二年目

で支援担になった時に、重度の自閉症の子どもを

担任しまして、初めての支援担ということもあっ

て教材とか指導法とか全く分からず、でもかなり

重度な自閉の子だったので、体育の実践どころじ

ゃないなぁと思いながら、手探りでやるところか

らのスタートでした。 



 でも、同志会で学びながら何ができるかなと模

索していたところ、ちょうど跳び箱の授業で、そ

の子が初めて生き生きしたのを目の当たりにしま

した。そのことも含めてメモや映像で記録をとっ

ていたのですが、障害児体育の分科会が同志会に

あることを初めて知って、出会って、そこで簡単

な報告をさせてもらったら、「そういう子どもの変

化というのは訳がある」とか色々理由を客観的に

言ってもらえたのが自分の中ですごく大きかった

です。 

 跳び箱らしい跳び箱ではないんですが、記録を

とることで、「子どもにとってこういう意味があっ

たんやな」とか振り返ることができて、子どもか

ら学ばせてもらったなと思っています。 

 体育とは関係ないかもしれませんが、その時期

から並行して中河内でヴィゴツキーの「思考と言

語」という難しい本の学習会に参加させてもらっ

ていて、最初は全然分からないまま、難しい言葉

にとにかく食らい付いてたんですが、そこでも子

どもの変化を毎月報告しているうちに、本に書い

てあることと参加者の方に繋げていただいて、そ

こで、発達について学ぶことの面白さに気づい

て、これが同志会のすごいところだなぁと、体育

でも運動だけじゃなくて、子どもの発達とか認知

とかを大切にして、実践だけじゃなくて理論も大

切にしていることがすごく分かりました。 

 そこから、思考とか言葉の話へも発展していっ

て、今度のコロナの実践集では、僕とその自閉症

のことの関わりも書かせてもらい、体育だけじゃ

なくて発達についても理解を深めていけるのが同

志会の良さであり今勉強させてもらっているなぁ

と感じているところです。 

 

日名： 

 なかなか目には見えにくい発達の難しさについ

て、目の前の子どもの様子と掛け合わせながら学

びが深められるよさを実感されているんだなぁ

と、お話を聞かせていただいて思いました。発達

研究は同志会内でもまだ一部にとどまっている感

じもしますので、これからのこの分野での研究の

大切さも広げていただきたいです。 

 そういう点では、小学校六年間よりも、乳幼児

期の六年間の方がものすごい変化があるので、そ

の辺りも触れていただきながら、井上さん、お話

いただけますでしょうか。 

 

井上： 

 実践の話をしながら、最後に発達の話へ繋げて

いけたらと思います。 

 二年目の時に、竹内先生からキャスターボード

を支部大会か何かの例会で教えてもらって、それ

が衝撃的やったんです。 

 当時二歳児を担当していたんですけど、ロッカ

ーの上に登っちゃうとか、部屋から出ていっちゃ

うとか、乗ったらあかんところで三輪車乗っちゃ

うとか、そういう大変な子がいるクラスやったん

です。その乗ったらあかんところで三輪車に乗っ

ちゃう姿から、キャスターボードやったらこの子

はダメなことをダメと言われんと得意なことを思

う存分できるんじゃないかと思って、キャスター

ボード実践をすることにしました。 

 私自身もやってみてすごい楽しくて、ちょっと

遊んだだけやのにすごい筋肉を使うんやなという

ことも、遊びながら分かりました。子ども達が遊

びながらいろんな力をつけられる教材って素敵や

なと思って実践を進めると、いろんなところに登

っちゃう男の子がすごい落ち着いて、困難さがな

くなるわけではなかったんですが、楽しいねと

か、困った時には困っていると言いに来てくれる

ようになって、大人と共感関係ができました。 

 そのまま３歳児に持ち上がったんですけど、そ

こに大変な子が入園してきて、クラスの三分の一

が、何か障害を持っていたり大丈夫かなという子

や家庭的な大変さを抱える子だったんですが、楽

しいキャスターボードで遊ぶ時はちゃんと私の話

を聞いてくれ、生き生き遊ぶ姿があって、どれだ

け魅力的な遊びをこちらが用意するかで、一見荒

れている大変なクラスというのがガラッと変わる

んやなっていうのを実感しました。 

 そのまま、その子達を５歳まで持ち上がったん

ですけれど、私自身ボールがそんなに好きじゃな

いし得意でもないんですが、ボール実践をしてみ

たくてやってみたんですが、やっぱり大失敗した

んです。計画をどうたてていいかも分からない

し、そもそもボールの面白さを自分自身が分かっ

てないもんやから、何が面白いと子ども達に伝え

たらいいか分からなくて、そこで、キャスターボ

ードとボール実践を比べた時に、自分自身が面白

いと思えたり、ボール実践するにしてももう少し

勉強してからやればよかったなということを思い

ました。 

 保育現場で言うと、４歳児は登り棒のような竹

登り、５歳児は竹馬とか短い縄跳びで走り縄跳び

とか、なんとなく暗黙の了解で決まっている、そ

れはそれで発達には見合っているのだけれど、で

もそういう決まりではなくて、縛られずに、目の

前の子ども達の姿に合わせて教材って選ばなあか

んなと言うことを、このキャスターボードとボー

ルをやってみて思ったことです。 

 発達に合ってないことをすると、子ども達は何

にも食いつかなくて、ちょっと頑張ればできるよ

うなところのことを大人が掴まないと、保育園の

子達ってしたくなかったらしないということがで

きるので、話を聞かずにどこかへいっちゃうんで

す。でも、子ども達の発達、姿に合っていること

をすると、グッと子ども達は集まってくるし、友

達の姿が見れるという環境も作れるということを

感じています。 

 また、この間０歳児の研修があって、そこでも

「赤ちゃんは赤ちゃんなりに達成感を感じられ



る」ということを聞いて、でも、０歳児は「やっ

たー！」「できた！」て言わないので、そこの達成

感をどう大人が感じ取るかということが大切だな

と思いました。例えば、滑り台を滑ろうとしてい

る子がいたら、子どもは「滑り台の階段を登りた

い」と大人が考えていても、その子は「滑り降り

るまでが達成感」だと感じているかもしれない、

その見極めを大人がどれだけ子ども理解できる

か、それによってその子が、「あ、この先生にやっ

たらいろいろなことを委ねられる」という信頼関

係につながる。このような達成感の汲み取りの違

いでズレると、「この先生は言っても伝わらない」

となって関係も悪くなっていくので、いかにその

子の背景とかその子の見ている風景、指さしをし

ない子はどこ目線でどこを見ているのかという理

解のところは、０歳児を担当してすごい大切だと

思ったところです。 

 あとは、お家で言えない子がすごい増えてきて

いて、どれだけ保育園で「いやいや」を出させる

かを考えて接しています。他に、月曜日は荒れる

ことも多いので、そういう心づもりでいること。

「今日は荒れてる、朝、お父さんかお母さんに怒

られて来たな」とかいうことは少し付き合ってい

くと分かることなので、そういう背景を踏まえな

がら、日々保育をしています。 

  

日名： 

 やっぱり、生活丸出しですので、小学校では特

に中学年高学年になれば、「先生の言う通りにやら

な通知表にも関わるし」みたいな、大人で言えば

「給料に関わるから校長にはあまり言わんとこ」

みたいな忖度の世界が始まりますけれど、そうい

うことなしに、子ども達にどのように育ちを保障

するかという点で、子ども達の姿が無視できない

こと、そのためには発達を理解し、発達に見合っ

た達成感をどのように感じているのだろうとい

う、ここは想像を豊かにしていかないといけない

ところでしょうけれど、その想像力豊かな保育

士、大人には、子ども達はいろんなことをどんど

ん出してくれる。それが信頼関係になっていき、

それがあるから豊かな育ちがその先にあるんだと

いうお話だったように思います。 

  

３．今後、深めたいと考えている研究領域 
   

日名：  

 これまで話していただいた中にも、「球技が」と

かいくつか要望があったと思いますが、今後に視

点を移して皆さんからお話いただきたいと思いま

す。 

  

朝輝：※移動中のため、チャットを代読 

 新しい教材開発が必要ではないか。これは、全

国でも言われていて、いい教材は末長く残り続け

るということもあると思いますが、それだけでは

目の前の子どもの姿無視して「これやっておけば

いい」ということにもなりかねないですし、そう

いう意味で、新しい教材の開発が必要だというこ

とですね。 

 それから、支援学級の子ども、特に重度の子ど

もがいてる中での授業をどのように工夫していく

か、そして、その子向けの実践をどのように作っ

ていけるのか。 

 さらに、大規模校でもできる実践。やはり４ク

ラス以上になると場所の確保が容易ではなくなり

ますので、学校全体を巻き込んだ実践作りをどう

進めていくのか。合同体育をどううまく利用して

いけば実践を広げる機会にもなるのか。 

 

日名： 

 それでは、朝輝さんの提案、要望に関わったお

話がある方はおられますか。 

 

梅山： 

 大規模校、中規模校の話になるんですが、昨年

度まで４１人の学級を二年連続で担任して、そこ

で思ったことです。 

 小規模校（週三時間、注釈日名）と比べて、体

育の時間がないんです。週一回外体育、もう一回

中体育、以上という感じです。そのことで、習熟

度に大きな違いが出ます。ボール運動したとして

も、次するのが一週間後なので、前やったことを

忘れているということが多々ありました。いかに

習熟させるかが大事になってくるし、だからこそ

一時間一時間で子どもに学ばせたい中身を持っと

かないと、多分実践としても薄れていくのではな

いかなと思います。 

 僕自身は、昨年度４１人の子ども達に、どうし

てもリレーの実践がしたくて、五年生でゴーマー

ク走というのをやったんです。ただ、大勢の子ど

も達のグループ分けが大変で、十何グループ作っ

て、その数の練習レーンを用意しなくてはいけな

い。うちのグラウンドはすごく狭くて、直線で

５、６０m しかとれないんです。幅もあまりな

い。そこで、体育の時間を、無理矢理五時間目に

してもらって、昼休みや掃除の時間に僕の方でラ

インを引いたり工夫はしました。でも、それでは

全クラスの取り組みが難しくなりますし、いかに

準備時間を確保するかも重要なことかなと思いま

した。 

 

日名： 

 特に小学校は担任の持つ授業も多岐にわたるの

で、様々な教科も含めての準備問題を今後取り上

げていく必要を感じました。ありがとうございま

した。 

 

窪田： 

 さっきの梅山さんの大規模校の話ですが、前勤

務校が学年５クラスの大規模校だったので、そこ



から言えることは、体育の授業は難しいから健康

教育をするぞ、ということでした。そもそも、雨

が降ったら運動場が使えないので、そんな時でも

健康教育はいいぞ、という提案です。 

 

日名： 

 健康教育に精通されている窪田さんらしい提案

をいただいたと思います。 

 それでは、朝輝さんの提案に関連なくお話あり

ますか。二番目の話で、笹田さんから発達研究と

いった具合に、色々話されていたとも思います

が。 

 

笹田： 

 梅山さんの話に関わってですが、マラソン大会

の話がありましたが、子ども達に会っていないの

でペースランニングへということで変えていった

のがすごいなと思ったんですが、それを提案した

時に、「これが子ども達にとっていいんだ」と言っ

た時の周りの先生の反応はどうだったのかという

ことや、どんな風に変えていったのか、とても個

人的に興味があって、なかなか同志会実践って、

最初は「無理っ」てなる人があると思うのです

が、聞かせていただいていいですか。 

 

日名： 

 ありがとうございます。これからやっていきた

いことの大きなテーマとして「学校づくり」もあ

りますよね。 

 

梅山： 

 おそらく、急にというのは難しいと思うんで

す。 

 僕は今の勤務校で十年目になりますが、転勤し

て来た時はペースランニングの授業はありません

でした。僕自身も知らなかったです。そして、マ

ラソン大会に向けた練習が当たり前で、僕もそれ

が当然と思っていた時期があって、ただ、マラソ

ン大会に近づくにつれてどんどん見学者が増える

んです。なぜか分かりますよね。嫌だからです

よ。走りの苦手な子ほど見学に回るんですよ。マ

ラソン大会は大きいグラウンドを借りてするんで

すが、親も見にきます。そうすると、親に自分が

べったになるのを見られる。よくあるのが、最後

に走ってきた子に盛大な拍手。あれ、ほんまに子

どもがその拍手に後押しされてるのかな、逆にそ

の拍手で追い込んでないかなと疑問に思ったの

が、マラソン大会を変えたいなと思った最初のき

っかけです。 

 その時に、たまたまペースランニングの実践に

出会って、今まで自分がやってきたマラソン大会

への取り組みとは、目的も違えば学ばせる中身も

全然違う。そこで自分がペースランニングの授業

を実際にやってみて、それをまずは学年に広めん

たんです。「こんなんあるんですがしませんか」

と。そこでうまくいったから、時期が来る前に他

の学年にも話をして、職員室で広めていく作業を

２、３年くらいしました。 

 そうして、大体先生方の中で「ペースランニン

グってなんやねん」と分かったところで、だけど

マラソン大会は残っているので、そのギャップを

話しました。その頃には皆さんペースランニング

のことを知っているので、そして、職員室の中で

も「マラソン大会、ほんまに必要なんかな」とい

う雰囲気が、特に年輩の先生からちょこちょこ出

ていました。これはチャンスやと思って、「ペース

ランニングはこんな狙いがあるし、一人ひとりの

力を自分自身で高めていくこともできる」という

話をして、「こういう点がマラソン大会との違い」

だということを保体部の中で上げて、その後運営

委員会に上げました。 

 そうしたら、反対意見はなかったんです。で

も、特にお子さんに小学生のいる先生からは「見

栄えどうなん」「大会の方が、見ていて盛り上がる

んとちゃうか」「そっちの方が面白い」という意見

が出ました。 

 でも、「学校は、外へ向けていい顔したいからや

っているのではなく、学校は教育の場で、子ども

達にどういう力をつけるかが大事じゃないです

か」という話をすると、納得していただきまし

た。 

 ただ、今でこそ少なくなりましたが、５年生ま

でにマラソン大会を経験している６年生の中の走

力が高い子、あるいは上位１０位以内に入れば何

か買ってもらえると言われている子のご家庭から

は、「なんで？」「この子運動しかでけへんのに」

という声が正直ありました。そんな時は、当時、

僕が体育主任だったので、電話変わってもらっ

て、納得いただいたかどうかは分かりませんが、

趣旨を説明しました。あとは、僕らの授業の中で

子ども達の姿を保護者へ伝えていくことが必要な

のかなと思います。 

笹田： 

 ありがとうございます。すごい時間をかけて、

周りを変えていかれたのがよく分かりました。前

の勤務校では、マラソンの時期に音楽を流してく

るくるトラックを回っているだけで、何が楽しい

んやろうって思うことがありました。またこうい

う問題は、組み立て体操の問題とも似ているのか

なと思いました。去年、組体操が変わるという

と、保護者からは「あれは見栄えがいいのに。。。」

という声があって、やっぱり子どもの声が一番か

なと、子どもの反応がよかったらそれが親にも返

っていって、保護者も「そっちがいいな」となれ

ば、それが一番いい形なのかなと思いました。あ

りがとうございました。 

 

日名：  

 体育同志会でもこれまで「学校づくり」という

ことが大切にされて来ていますが、なかなか進ま



ない分野でもありました。今、梅山さんの話にあ

ったように、何年もかけて進んでいくものだな

と、改めて学ばせていただきました。１年目は自

分の学年、そして２年３年かけて他の学年との連

携、こういった系統的な指導法の共有による理解

の得方、そして保護者への理解の求め方と部会の

長としての振る舞い、一つひとつの大切さがよく

分かりました。ありがとうございました。 

 

宮本： 

 私自身、職場で今年が体育研究になったので、

こういった学校づくりについて知りたいなと思っ

ていたところです。 

 学校づくりをするときに、自分の担任するクラ

スの状況がままなっていないと発言権がないな

と、他にも低学年の担任やってもあまり発言権が

弱いというのを感じます。校務分掌で主任を担っ

たりしないと発言権がない状況をすごく嫌やなと

思っていて、自分が２年生を担任していてさらに

研究主任であっても、全然変わらないんですけれ

ど、６年担任して研究主任もやったらすごいいい

感じで事が運んでいくのを感じていて、変えてい

くためにはそういう担当をしないといけないんだ

けれど、そのような状況になった時にこそ、いろ

んな先生から要望を聞いて進めていかないと、ほ

んまの意味で変わらないなと思っています。 

 同志会はとてもマイノリティじゃないですか。

次の四番目の話題とも関わりますが、とても考え

させられました。 

 

日名： 

 宮本さん、ありがとうございます。大阪支部と

しても、こういった同僚性のことがずっと言われ

続けながら、先送りになっている部分はあると思

います。ますます多忙化の中で、そして子どもの

生活環境が一層厳しくなる中で、僕も含めて皆さ

ん、自分のクラスづくりで毎日必死な実態がある

と思います。そういう背景があって、この分野の

足踏み状態があるのでしょうが、そんな中でも一

つ大きなヒントをいただいたように思います。 

 ちょっと一言だけ、そういう中でも使えるのが

「学習指導要領」だと思います。「学びのある体

育」という点では体育同志会の系統的指導や学び

合い（グループ学習）など研究成果がそっくりそ

のままになってきていますので、権威を上手く使

うというのも、この時代に必要なことなのかなと

思います。 

 井上さん、保育現場では小学校と違って、複数

で一クラスを見られていると思います。そうなる

と、同僚性がかなり直接的なものになっているか

と思うのですが、学校づくり、保育園づくりとい

うところで今思われていることがありましたら、

お話いただけますか。 

 

 

井上： 

 そうですね、私、２年連続で０歳児を担任した

んですが、三人担任で９人を見ていたんですが、

前は若い方と一つ年上の方と私で担任しました。

若い方は私に気を遣い、私は気を遣わずに保育し

いやと言うんですが、実際は難しい。それでも、

腹割って話すって大事やなと思って、何回か二人

で泣きながら話して、最終的にうまくいったとい

う一年やったんです。 

 その次は、おばちゃん二人の非常勤の先生と組

んで、めちゃめちゃ大変やったんです。なかなか

私の言うてることが伝わらないし、その先生方も

やってきた実績があるので、十も二十も下の私の

話、聞いてはくれるんですが、じゃぁやってくれ

るかと言えばやってくれないし、それでもとにか

く喋り続けなあかんと言うのは二年連続で思いま

した。 

 担任間がうまくいってないと、子どもにすごく

影響するのが保育現場で、お家でもお父さんとお

母さんが仲悪いと子どもにすごい影響が出るのと

一緒で、保育でも担任の先生同士が仲良く笑顔で

喋ってたらクラス全体もすごくいい雰囲気になる

んです。 

 去年の保育園状況で言えば、６クラス中２クラ

スは崩壊状態で、その元が担任間の仲の悪さにな

ってしまっていました。なんとかならんかなと思

って、その担任の先生にプライベートで話聞いて

みたり、副園長や園長と協力しながら話聞いたん

ですけど、まぁだめでした。 

 でも、うまくいかんかった二人には、目の前の

子どもを大事にせなあかんのちゃうかとか、子ど

ものためにちょっと頑張らなあかんことあるんと

ちゃうか、という話もしてきたんですけど、去年

１年間では伝わらなかったけど、梅山先生が言っ

てはるように三年を経てやっていったらいいのか

なと、今日ここに参加して心が軽くなった気がし

ています。 

 

日名： 

 井上さん、ありがとうございます。 

 クラスづくりでは大体、大きく分けて二種類の

アプローチがあるのかなと思うのですが、片や

「子ども達が楽しく、関わり合いや話し合いを経

てみんないい塩梅にクラスへ収まっていく、クラ

スができていく」という方法と、片や「教師のビ

シバシと強い指導で、その結果としてクラスに子

ども達が収まっていく」という、どちらも一見、

子ども達がクラスに収まっているように見えるん

ですが、その方法は全くの逆。そういう点での難

しさだったんでしょうか。 

 

井上： 

 私のクラスで言うと、いかに子ども理解してク

ラス運営をしていくかという話をしたったんです

が、年輩の先生達はこうしたらうまくいくという



のも分かってはるから、例えば、子どもが「手を

洗うの嫌や」と言うてるのにチャチャっと無理矢

理させちゃって「はい、ご飯やで」としちゃった

りと、型に収めちゃう術を知ってはることの難し

さを実感しました。 

 若い先生達は、がむしゃらに頑張ってやるか

ら、そういう姿勢をこちらも学ばなあかんなぁと

思うのですが、うまくいっていなかったクラスで

は、そもそも担任同士の考え方が違って、折り合

いがつけられなかった感じがありました。 

 そもそもの子ども理解の視点が違ったと思いま

す。ある子が泣いているとして、一人の先生はい

ろんな背景を理解して、ただ友達と喧嘩して泣い

ているんじゃなくて、それこそ前日からこういう

ことがあったから泣いているのが長引いているん

やろうなとか、ちょっとした言葉でも傷ついてい

るんやろうなと理解する先生。もう一人の先生

は、泣いていることだけを見て、「いつもより長く

泣いてるな。いつまで泣いてるねん。」と言う先

生。 

 こういうそもそもの違いがあるので、最終的に

はほとんど話し合わずに保育してはったなという

感じでした。子どもにとったらよくないなと思い

ながらでしたが。 

 

日名： 

 なるほど、そういう齟齬って小学校現場でもあ

りますよね。子どもの見えてる部分だけで怒り倒

して後のフォローなしということも今までよく目

にしてきました。 

  

 

４．大阪支部への要望 
   

日名：  

 それでは、最後のテーマにいきたいと思いま

す。かなり出尽くした気もしますが、先の話も踏

まえて、大阪支部への要望を語っていただければ

と思います。 

 

朝輝：※まだ移動中のため、代読。 

 年間を通して、支部大会以外でもっと気軽にい

ろんな人の実践を聞きたい。LGBT をはじめ、性

教育の実践。 

 そして、気軽にいろんな方が参加できるよう

な、３０分程度の実践交流会があってもいいと思

います。 

  

日名： 

 支部大会でも、長年の間に自分のポストが決ま

ってしまって、他の領域の学習ができない状況が

出てきている中で、去年の 11 月の豊能三島大会で

は長年採用されてきた二日完結型分科会から一日

完結型分科会へ変更されましたが、支部大会への

要望はいかがでしょうか。ブロックで、ちょっと

言いづらかったんだけどここでなら、ということ

もあればどうぞ。 

 ないですか。それでは、性教育についてという

要望もありましたが、この５年ほどで性教育の本

が他組織からたくさん発行されてきているようで

すが、これについてはいかがでしょうか。 

 

宮本： 

 同志会の健康教育で「みんどこ」をはじめてや

った時と、その後、性教協（”人間と性”教育研究協

議会、注釈日名）にいってから「みんどこ」をや

ってみた時とで、自分の中で何か違いを感じまし

た。 

 初めの時もみなさんに言っていただいてたんで

しょうけど、「体を知ろう」とか「みんな大事や

な」とか、「自分を知る」という感じだったんです

けど、そこで終わっていたなという感じがしまし

た。 

 「自分も人も大事にできるような人になってほ

しい」という人権のベースをその後、すごく感じ

るようになりました。性犯罪の予防という面で

も、ちょっと違うなぁと最近感じています。 

 性教協は女性の方が多いから、同志会は男の人

が多いので、そういう部分ももっとみんなで学ん

だらもっと変わりそうやなと思いました。もっと

深いところまでみんなで勉強できたらなと思いま

した。 

 

日名： 

 すいません、僕も深さが勉強不足で分かりかね

るんですが、今の話を簡単に、整理しちゃったら

申し訳ないんですけれど、同志会では科学的にと

いう面が強いんだけど、性教協ではちょっと違う

ぞ、ということでしょうか。 

 

 

宮本： 

 そうですね。科学的なこともするんですけど、

もっと包括的性教育という括りなので、二次性徴

だけとか命の誕生だけとかじゃなくて、貧困も男

女差別も全部、SDGs っぽいところも含まれている

感じがします。 

 決定的には、「自分自身を大事にする」というこ

とと「周りの人を大事にする」というところがつ

ながっているなとめちゃくちゃ思います。「自分の

ことを大事にするために、嫌なことは嫌と言う」

ということも含まれているし、「いつか出会うパー

トナーのために自分にできることとか相手のため

にできること」という視点も実践の中にちょっと

ずつ入っている感じがあって、自分の３０数年の

人生を見返した時に、一つひとつの選択を振り返

ることもよくあります。生き方がちょっと変わる

という感じがしました。 

 人権的な部分を同志会にも取り入れたら、もっ

と変わっていきそうな気がしています。 



 

日名： 

 なるほど、今後研究の幅を広げようという要望

としてお話しありがとうございました。性教育に

関して、他にご意見よろしいでしょうか。 

 

井上： 

 今、性教育の話を聞いていて、保育園では自己

肯定感をどう育てるかということを大事にしてい

て、さっき、千絵ちゃんの話を聞いていて、「自分

が自分であっていいんだ」とか、「自分を大事にで

きることが、人を大事にできることにつながる」

という話は、保育園でも「嫌なものは嫌って言っ

ていいんや」とか「いいものはいい」って言える

子ども達を育てて、小学校へ送り出せたらいいな

と思いました。 

 そこで、支部への要望に繋がりますが、小学校

への接続という点で、保育現場として何ができる

のかということをここ最近、すごく考えていま

す。もっと小学校の実践を聞いて、「保育園の子ど

も達が卒園したらこうなっていくんや」というの

をもっと学びたいなと思っています。 

 ただやっぱり、小学校の先生の実践を聞きに行

こうと思ったら、緊張もあって、ただ、この前の

支部大会では一日完結型にしていただいたので、

私もはじめて障害児体育分科会の方に参加させて

いただいて、こうしてもらうといろんなところへ

行きやすいなと思いました。何年か前、千絵ちゃ

んの荒馬の実践と幼年の御神楽の実践を一緒に民

舞の分科会でさせてもらった時も、すごく刺激が

あって、「こんな風に保護者にお便りを通して発信

してるんや」とか、すごい本気さや熱さを学ばせ

てもらって、そういう場が持てたらありがたいな

と思いました。 

  

日名： 

 ありがとうございます。なかなか一時はなかっ

た他職交流・連携・接続が、最近はずいぶん支部

大会を通したり、新コロナによるオンライン例会

によっても進んできている部分があるのかなと思

いました。 

 今後は、関西大学の神谷さんとの関係もあっ

て、中高の先生が増えていくと思われます。 

 ますます、他職交流も活発にして、発達研究を

加速させていければなとも、思った次第です。 

  

窪田： 

 だいぶ遡ってしまいますが、梅山さんのマラソ

ン大会の話を聞かせていただいて、学校づくりっ

てめちゃくちゃ難しいなぁと思いました。 

 健康教育こそマイナーなジャンルなので一人で

やっていることが多いんですが、スマホの実践で

は学年を巻き込むことができました。その時は保

健の先生を巻き込めたし、そういう意味では、自

分としては周りを繋げれたということで良かった

と思っています。 

 でも、梅山さんのように、相当な根回しと「こ

れならいけるよ！」というものを持たないと、流

れていってしまうものに立ち向かえないのかなと

感じていて、ちょうど運動会の過渡期の中で、う

ちも今年度から時短になります。じゃぁ、何のた

めに時短するのかというと、コロナのためという

ことですが、何の種目するのかというと、団演を

減らすとかが出ました。そんな運動会いるんか、

という話をしましたが、なかなか自分の中でさら

に返せるものがなかったので、結局時短になって

しまいました。 

 そういう意味では、支部の要望というよりも、

体育同志会大阪支部５０年の中でたくさんの実践

が生み出されて、じゃまじゃまサッカーだった

り、全国ならドル平がありますが、これから先、

新しい教材・実践というか、キラーコンテンツと

いうようなもの、例えば、学力研なら百ます計算

とか、性教協ならその研究会名の通りの内容だっ

たり分かりやすいですが、体育同志会だったら体

育全般なので範囲が広いけれども、「体育同志会の

売りはこれなんです！」というようなものをきち

んと出していけるかが、それを職場におろしてい

けるかどうかに全部つながっていくのかなと思い

ました。 

 それが、例えば支部の財政的な部分の話にもな

りますが、関体研（関西体育授業研究会、補足日

名）なら組立体操の研修会だけで数年前は４００

人５００人と集まって運営できているんです。で

も、僕たちは、例会に５０人集まれば万々歳、し

かもほとんどが身内やから、これから、若い人だ

ったり土日で勉強する人が増えてこない中で、体

育同志会、これからどう５０年生き残っていける

のかなと、思います。宮本さんの話にもありまし

たが、かなりマイナーな集まりですので、教材と

か、子どもと一緒に教材を作っていくことに尽き

るのかなと、思いました。 

 あと二つだけ、言わせてください。 

 いつぞやの支部大会で佐々木さんと話しした時

に、ちょうど組体がなくなる頃でしたが、同志会

として組体に変わるコンテンツってないんです

か、作っていかないんですか、ということを僕が

言ったんです。佐々木さんは、「それは窪田さんが

作って」と返されて終わったんですけれど、例え

ば関体研ならフラッグをしていますが、この前、

牧野さんが退職前のブロック例会で集団マットを

提案されていました。いわゆる学校行事のよう

な、全国どこでもやられているようなところに、

ハウツーだけではダメだと思いますが、「体育同志

会ならこれが提供できます！」みたいな、南中ソ

ーランがそうであるように、そのようなものを考

えていかないといけないのかなと思いました。 

 もう一つは、和歌山での全国大会の後の総括会

議で、制野さんが「ここ十何年の実践提案集を読

み返した時に、新しい教材を開発している分科会



はほとんどないんだ」という話を出しました。「球

技なら追実践が多かったりする中で、新しい実践

をどんどん生み出していっているのは、その時

は、民舞と健康教育だ」という風に仰っていたの

が印象に残っていて、健康教育は自分も含めて、

その時の現代的課題に応じた実践をやっていった

りとか、いろんなところへ現地に行って踊りを開

発してとか、そういう部分は他の教材にもつなが

る部分なのかなと。他の分科会が別に何もしてな

いとかではないと思いますが、そういうところに

も、今後５０年、大阪支部が生き残っていくこと

に繋がる部分なのかなと思っています。 

 

日名： 

 新型コロナ以前から、全員ピラミッドの怪我問

題で組立体操に制限という流れができていていま

したが、このコロナ禍で「接触回避」が言われ

て、ますます組み合うことの難しさが出ていると

ころです。 

 そういう状況はまだ２、３年続くでしょうが、

だからこそ、何か新しい教材で「さすが 6年生！」

というようなものを提案できればいいのかなとい

う時宜に叶った内容でもあるのかなと、お話を聞

かせていただきながら思いました。 

 

朝輝： 

 今の、がっつり実践できる人はやりつつ、その

本質は残りながら「ちょっとやってみようかな」

という人向けの授業提案もできたらいいかなと思

います。なぜなら、体育は教科書がないから、み

んな困っている教科だと思うので。 

 

 

日名： 

 全国的には、新輝くシリーズが刊行されはじめ

ていて、また叢書の方も水泳はじめ各分野のもの

がではじめており、少しずつそういう面も準備さ

れつつありますが、大阪においてもそういう面で

もアンテナを張っていくことも大事なことです

ね。貴重なご意見、ありがとうございました。 

 最後、一言ずつ感想をいただいて、この座談会

を終わりにしたいと思います。 

 

５．座談会を終えるにあたって 
 

笹田： 

 今日はありがとうございました。よく知ってい

る会員の方もいましたが、なんで同志会に出会っ

たのかというところも聞けたので、すごく良かっ

たです。自分についても振り返って話ができて、

また、井上さんが仰っておられた接続のことには

僕も今、興味があるところなので、発達の勉強を

していると必ず幼年期のことが出てきて、小学校

でも遡るとそこが一番大事なんやなと思って、障

害児に関わってても発達が遅れているのはやっぱ

り幼年期の時からの関係があったりとか、そうい

う幼年期の実践について、まだ数える程しかお聞

きしたことがないので、要望にもなりますが、そ

こと繋がれたらなと思います。 

 今日は参加できて良かったです。 

 

井上： 

 今日は参加できて良かったです。ありがとうご

ざいました。 

 小学校の現場のお話がたくさん聞けて、より、

保育園で大事にしないといけないことが見えてき

たように思いました。発達についても、系統立て

てまとめてみたいなと思ってて、側転一つにして

も側転につながる遊びは０歳にとったらどんなこ

とがあるんだろうとか、１歳だったらどんな楽し

いことが側転につながるのだろうかとか、という

ことをまとめたいなという声が幼年の中でも出て

いて、何年かかるか分からないですが、教材によ

って系統立てたものを作っていきたいなと思って

いるところです。 

 もっといっぱい、いろんな実践を聞いて、これ

から勉強していきたいなとより感じることができ

ました。 

 

宮本： 

 泉州で最近、子どもの声を聴く大事さを共有し

ていて、その声を聴くためにどうしていったらい

いかということがテーマになっていますが、今日

お話し聞かせていただいて、学んだりいろんな人

からお話聞かせていただくことで、また自分もそ

ういう視点で子どものことが見えてくるんやなと

いう風に思いました。 

 やっぱりちゃんと会いたいです。リモートやっ

たら、同志会の集まりが減った分、仕事しかせえ

へんなぁと思って、学校の仕事はめっちゃ頑張れ

たんですが、ある意味で（意識的な、補足日名）

実践から遠のいてしまったなと思っているところ

です。 

  

梅山： 

 今日はありがとうございました。少し遅れての

参加ですいませんでした。 

 幼年の井上さんが話してくれた「発達にあって

ないとはまらないよ」とか、「ちょっと頑張ったら

できるようなことを我々大人が考えなければなら

ない」とか、泉州でも支援学校の辻内さんが同じ

ようなことを言われていて、幼年でも同じなんだ

なと思うことができました。 

 また、同時に、今の学校が私は最後の 10 年目の

年なので、引き継ぎも含めて何を残していったら

いいのかと考えているのですが、さっき朝輝さん

から「職場に下すには」という話があったよう

に、私たちも職場の方々の発達にあってないと、

というか職場の実態に応じて、同志会でやってい

ることを噛み砕いて提供しないと、実践そのもの



を下すと難しいなみたいなことになってしまうと

思うので、「これいけそうやなぁ」というのを「こ

こまでやってみませんか」という形で段階に応じ

て出すことも、我々にとって大事というか、使命

だと思います。そして、そこで乗ってきたら、本

来の同志会でやっていることも徐々にできてくる

んじゃないかなと思うので、手法も大事なんじゃ

ないかなと考えて、今年は頑張ろうと思っていま

す。 

 

朝輝： 

 どなたもよく知っている方なのですが、じっく

り今までのこととかこうやって聞かせていただい

て面白かったし、支部への要求といったことは飲

み会では言ったりするけど、こうしてきちんと聞

いてもらったりとか、自分の実践とかやりたいこ

とはするけど支部への「性教育もっとこうした

い」とか、こういうことをなかなか言うことがな

かったので、とても良かったなと思いました。 

 

窪田： 

 今日はありがとうございました。 

 いろんな方の意見を聞いていてつくづく思った

のが、自分のところの職場をどうしていくのかと

いうことが改めて大切なんだなと思いました。井

上さんのところの同僚が苦しんでいたり、関係が

しんどくなると、子どもにもそのまま返っていく

し、いい感じに学校が回っていくと実践も豊かに

なっていくのかなと思いました。 

 同志会があることで、そっちでエネルギーをも

らって、職場に還元できるという、そういう関係

でありたいです。  

 最近は、同志会やってて、しんどいことがき

て、しんどさ抱えながら職場に行ってもあ〜とい

うことが時々あったので、いい感じで循環できる

ようになればいいのかなと思いました。 

 最後になりますが、これは若者座談会ですよ

ね。僕はもう若者ではないと思いますが、若者座

談会に入れていただいて、ありがとうございまし

た。最初からずっと思ってました。次は、もっと

若いみなさんでこれからの支部のことを語ってい

ったらいいんじゃないかと思いました。 

 

日名： 

 そうですね。次は、10 年後の支部 60周年の座談

会の司会を、日名から笹田さんがバトンを引き継

いでください。その時は、若者と冠をつけなく

て、いろんな方から話を聴くのもいいかもしれま

せんね。5 年後か 10 年後、ぜひよろしくお願いし

ます。 

 この座談会も、蓋を開けてみないとどうなるか

分からないという不安もありましたが、十分ほど

超過してしまいましたが、皆さんにはこの座談会

で概ね疲れが癒やされたのかなということも感じ

させていただきました。 

 僕自身が一番、元気をいただいたように思いま

す。貴重なご意見をいただき、ありがとうござい

ました。 

 それでは、近々、どこかでお会いしましょう。 

 新年度が始まったばかりです。僕は、「ぼちぼち

で頑張ろう」といつも自分を鼓舞していますが、

皆さんもそれぞれの言葉で自分を鼓舞していただ

いたらなと思います。 

 

窪田： 

 最後に、朝輝さん、ご結婚おめでとうございま

す！ 

 

日名： 

 そうでしたね！おめでとうございます！ 

 それでは、名残惜しいですが、どこかで踏ん切

りをつけないといけませんので、みなさん、また

元気にお会いしましょう。 


